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山口県でアサザの第二番目の産地見つかる!

南! 敦

アサザが山口県で一番最初に見つかったのは柳井市余!

田の堀川で1977年 ( 昭 和 52年 ）10月30日であった。堀川!

は 幅 約 6 m で シ ロ グ ワ イ •サ ン カ ク イ .ヒ ル ム シ ロ !•マ!

コモなどと混生している。川は沼状で水流はわずかであ!

る。 最 近 は 川 床 の 改 修 •掃 除 な ど で ア サ ザ が 減 少 し 、絶!

滅 が 心配されていたのである。

昨 年 （ 1984年 ） 7 月 〜 10月 、山口県立柳井高等学校で!

開 放 講 座 （生 物 ）が 開 か れ 、筆者が担当 し た が 、そのと!

き 受 講 者 に “近 辺 の 珍 し い 植 物 ”としてアサザもお見せ!

した。 ところが、その 後 、受 講 者 の 一 人 、私立柳井学園!

高校教諭、 内山由子先生が柳井市黒亥ダム上方の柳井市!

立水源地にアサザらしいものがあると筆者にお話された。

1985年 （昭和60年 ） 3 月 7 日、筆者は内山先生のご案!

内 で 柳 井 市 黒 杭 の 柳 井 市 立 水 源 地 〔5 万 分 の 1 地 形 図 ：!

岩国左下〕を見に行った。確かにアサザは水源地の県道の!

東 側 の 小 部 分 （ 5 0 m x 1 0 0 m )に半分以上も密生していた!

のである。ある場所の水面にはどうしてかわからないが、!

かなり多数のアサザが•浮"、て集っていた。 アサザについて!

のことやまわりにどんな水草があるかなどは今後暖かくなっ!

て調べるつもりである。今回見つかった柳井市立水源地は!

8 年前に見つけた堀)11とは約4 k m しか離れていないが、非!

常に多数生育してt 、ただけに喜びもひとしお大きかった。

末筆ながらご案内をいただいた内山由子先生に厚く御!

礼申しあげる。

。参 考 文 献 南 敦 ：柳 井 市 の 植 物 （一 ） 柳井市郷談!

会 会 誌 第 二 号 （ 1977).

山口県でほぼ92年ぶりに見つかった!

ヒメコウホネ

南! 敦
山口県におけるヒメコウホネの言S t は山口市宮野に於い!

て二階重楼先生が1889年 9 月23日採集の標本が国立科学博!

物館に入っているのみであった（岡 国 夫 ほ か 編• 山口県植!

物誌1972)。ところが、1981年 6 月 、宇 部 短 期 大 学 教 授 、!

岡国夫先生が山口市吉田郷の平清水八幡宮のすぐ隣りの東!

側にある2 つの溜池で自生のノハナショウブの調査中に見!

つけられた。二階重楼先生の発見以来ほぼ92年ぶりである。!

しかも、 この2 つの溜池には非常に多数生育している。

なお 、 “趣味の山 野 草 NM3 (1984年 2 月 号 ） 山草お!

国自慢4 3 山 口 県 写 真 • 文 • 岡 国 夫 ”にヒメコウホネ

の写真と文が載っている。

筆 者は1984年 10月に山口女子大学名譽教授塩見隆行先!

生のご案内でその場所に行き、標本を採ることが出来た。!

現在 、栽 培 も し て い る 。 2 つの溜池には 大 群 生 し 、 ジュ!

ンサイ、 クロモなどを混ぜている。秋期ではあったが多!

数 開 花 していた。 この採集した標本で、重要な点を記載!

すれtf次のとおりである。根茎は径10〜 12m m 。 葉の裏面!

中央脈上には短毛が全く見られない（岡 国 夫 先 生 は 下 側 、!

筆者は上側の溜池か ら 採 集 し た ヒ メ コ ウ ホ ネ を 調 べ た ）。

葉柄は円柱形で中実である。 ヒ メ コ ウ ホ ネ に つ い て 他 !

の 文 献 で は 「葉裏の中央脈上に短毛が密生する」 として!

あるので、山 口 市 吉 田 郷 の も の は “毛 な し 型 ”というこ!

とになるであろう。

ヒメコウホネ(こついて色々ご教示いただいた岡国夫先!

生とご案内をいただいた塩見隆行先生に厚く御礼申しあ!

げる。
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